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　2年ぶりの登場となります、横浜ほうゆう病院、

院長の日野です。

　当院は12月1日、横浜市より認知症疾患医療セン

ターの事業運営を受託いたしました。これまで横浜

市は4つのセンターを選定し、その事業を展開して

きましたが、12月1日、センターを4カ所追加設置

すると発表しました。横浜市は「箇所数が増えるこ

とにより、受診までの予約期間が短縮される」とし

ています。今後、市内18区のうち2区に1施設を設

置という配分となり、当院は旭区・保土ヶ谷区の担

当となります。

　さて、認知症疾患医療センターをご存じでしょう

か。認知症疾患医療センターは、都道府県及び指定

都市により認知症専門医療の提供と介護サービス事

業者との連携を担う中核機関として指定を受けた医

療機関のことです。設置する医療機関の特性、人員

配置、検査体制、急性期治療への対応体制等に応じ

て、基幹型、地域型、連携型に分類されています。

当院は地域型となります。

　具体的な事業としては、認知症疾患に関する鑑別

診断とその初期対応、行動・心理症状と身体合併症

の急性期治療に関する対応、専門医療相談といった

専門的医療機能です。この点、当院には6名の常勤

・6名の非常勤精神科医師がおり、ほぼ全員が認知

症関連学会の専門医を有し、これまでも鑑別診断と

行動・心理症状への薬物・非薬物療法などを行って

いました。また、地域の医療機関にもご協力をいた

だいて、通院・入院患者様の身体合併症への対応も

行ってきました。これからも認知症専門の医療機関

として地域へ貢献してまいります。

　更に認知症疾患医療センターの事業として地域に

おいて認知症疾患医療連携協議会の設置・運営や情

報発信、地域保健医療・介護関係者への研修といっ

た地域連携拠点機能を果たすことが求められていま

す。これまでは、区役所や地域包括支援センター・

区医師会が主催する病診連携会議・地域ケア会議・

多職種連携会議・ケース検討会議など認知症関連会

議や連絡会議には必ず参加してきました。これまで

のつながりを基に区医師会のご協力もいただいて認

知症疾患医療連携協議会を設置・運営していこうと

考えております。研修については、これまでも院内

のみならず院外向けにも数多く開いてきました。例

えば、患者家族や地域住民向けに「認知症家族講

座」を年7－8回を１クールとして、認知症の疾患理

解や介護看護に関すること、成年後見・財産管理な

どの講座の他、「介護保険施設見学ツアー」として

近隣の介護老人福祉施設やグループホームなどの見

学も行ってきました。また、主に介護施設職員を対

象とした「認知症ケア研修」や、高齢者関連の団

体、医師会や医療関係の団体からの個別の依頼によ

る講演なども行ってきました。

　以上のように当院はこれまでも認知症に関連した

活動を行ってきましたが、認知症疾患医療センター

の事業委託を受けたこれからは、認知症医療の拠点

機関として今まで以上に地域へ貢献する所存です。

横浜ほうゆう病院は認知症疾患医療センターの
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令和２年度分 健康診断 （湘南泉病院）

今なら間に合います！
健康診断が無料で受けられます！

令和２年３月３１日まで

対象者：横浜市在住の７５歳以上の方
（ 後期高齢者医療制度被保険者証をお持ちの方 ）

検査項目
・問診（自覚症状・既往歴等）
・理学的検査（視診、胸部聴打診、腹部触診）
・身体計測（身長、体重、肥満度（ＢＭＩ））
・血圧測定
・尿検査（糖、たんぱく、潜血）
・血液検査（中性脂肪、HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、GOT、GPT、γ-GTP、
ｸﾚｱﾁﾆﾝ、尿酸、空腹時血糖、ﾍﾓｸﾞﾛﾋﾞﾝA1C）

・腹囲（40～74歳の方が対象です）

ご予約窓口 健診室直通 ☎ 045-815-2051 月～金(祝日を除く） 9時～16時

この保険証
をお持ちの
方！

これ以外の保険
証をお持ちの方
はご相談下さい


